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４月27日に開催された令和４年第１回臨時会において、
議長、副議長、常任委員、議会運営委員などの選任が行われました。

新議長・副議長　決まる!新議長・副議長　決まる!
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就
任
あ
い
さ
つ

議
長丸

小
野
　
宣
康

副
議
長森

　
　
正
二

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
政
並
び

に
市
議
会
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
議
員
改
選
後
の
議
会
構
成
に
あ
た

り
、
不
肖
私
が
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
数
の
ご

支
援
を
得
て
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、

限
り
な
い
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
東
市
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
空

き
家
の
増
加
と
と
も
に
農
地
や
里
山
の
荒
廃
が
進

み
、
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
家
庭

が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
政
並
び
に
市

議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
４
月
27
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重

さ
に
対
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
議
長
の
補
佐
役
は
も
と
よ
り
、
議
会
の

円
滑
な
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
元
年
末
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
、

市
内
の
各
産
業
が
影
響
を
被
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
ウ
イ
ズ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
あ
る

べ
き
姿
を
行
政
、
議
会
と
し
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
本
来
の
使
命
で
あ
る
、
執
行
機
関
の
監
視
及

び
評
価
・
政
策
提
言
立
案
の
機
能
を
果
た
す
と
と

も
に
、
執
行
機
関
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
国

東
市
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
安
心
・

安
全
な
国
東
市
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

議
長
の
職
責
を
果
た
す
た
め
、
ま
た
、
議
長
と
し

て
の
職
務
で
あ
る
議
事
の
整
理
、
議
会
事
務
の
統
理
、

そ
し
て
、
議
会
代
表
権
、
こ
れ
ら
を
円
滑
に
運
営
し

遂
行
し
て
い
く
に
は
、
中
立
公
正
を
最
大
・
最
終
の

目
標
と
し
て
対
処
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
国
東
市
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

４
町
合
併
か
ら
16
年
を
経
過
し
、
本
市
の
主
要

財
源
で
あ
る
交
付
税
が
、
交
付
税
一
本
算
定
に
よ

り
減
額
の
一
途
に
あ
り
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
最
大
の
課
題
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
問
題
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
こ
う
し
た
多
く
の
課
題
に
対
し
、
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
充
分
に
拝
聴
し
て
、
常
に
市
民

目
線
の
行
政
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
く
生
き
が
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
が
市
民
の
願
い
で
あ
り
、
市
議
会

も
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
副
議
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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常 任 委 員 長 あ い さ つ

常任委員会 委員構成　【◎委員長 ○副委員長】

◎萱島　祥彦　　○白石　德明
　宮園　正敏　　　堀田　一則
　木田　憲治　　　丸小野宣康

《 所 管 》
総務課、政策企画課、財政課
税務課、会計課、監査委員
選挙管理委員会、公平委員会
固定資産評価審査委員会
消防署、各地域振興課

総務委員会

◎石川　泰也　　○堤　康二郎
　松本　光生　　　瀧口由美子
　後藤　貴志　　　野田　忠治

《 所 管 》
教育委員会、市民健康課
環境衛生課、高齢者支援課
人権啓発・部落差別解消推進課、
福祉課、医療保健課
市民病院、各地域振興課

文教厚生委員会

《 所 管 》
農政課、林業水産課、観光課
活力創生課、建設課、上下水道課
農業委員会、まちづくり推進課
各地域振興課

◎坂本　隆之　　○吉田眞津子
　元永　安行　　　唯有　幸明
　大谷　和義　　　森　　正二

産業建設委員会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

改選後の４月２７日に開催された総務常任委員会において、総務常任
委員長に就任いたしました。よろしくお願い申し上げます。
総務常任委員会は、市民の皆様の生命・財産を守る防災・消防業務を
始め、行政活動を支える財政を所管していることが特筆すべきことだと
思います。
特に予算は、市民の生活を守る行政の要です。国東市は少子高齢化が
進み、他の地方都市同様、人口減少に歯止めがかからない厳しい社会環
境の中にありますが、コロナ対策を含めた行政の諸課題の解決に向けて、
６人の委員が一丸となり、与えられた調査権と審議権を行使し、市民目
線に立ち返り、市民の皆様に信頼され、少しでもお役に立てるように頑
張っていきたいと考えています。

４月の改選後の文教厚生常任委員会におきまして、文教厚生常任委員
長に就任することになりました。

当委員会は医療、介護、福祉、環境、人権、教育等市民生活に密着し
た分野を所管し、議案審査をします。

国東市においては、少子高齢化、人口減少が進む状況の中、充実した
予算の執行と、各課が連携し施策の効果を上げることが必要だと思って
います。

そのため、議会も地域に出て現場に接し、市民の皆様の意見や要望を
聞きながら、委員６人全員で審議・調査・研究をしたいと思いますので、
今後ともご理解とご協力をお願い申し上げまして、就任のあいさつとい
たします。

当委員会は市内経済、インフラ等、地域振興に関わる分野を所管します。
コロナ禍の中迎えた 3 度目のゴールデンウイーク。ニュースでは各地

の混雑を伝えていました。決して楽観視は出来ませんが、コロナウイル
スが変異していく中で、ワクチン接種が進み、感染予防はマナーとして
定着するなど、市民を取り巻く環境は日常に少しずつ近づいていると感
じます。

大分空港の宇宙港運用が目前に迫っています。幅広い産業が打撃を受
け、経済が停滞する中にあっても、生き残りをかけて業態変更や事業拡
大など、新たなチャレンジや努力を続けられている事業者の方々に、公
共インフラの安全性や利便性向上に、行政が用意する様々な補助事業、
成長支援策がより効果を上げられるよう、委員会で審議・調査を進めて
まいります。

委員長
萱島　祥彦

委員長
石川　泰也

委員長
坂本　隆之
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委 
員 

長	

後
藤　

貴
志

　

副
委
員
長	

宮
園　

正
敏

　

委　

員	
坂
本　

隆
之

　

委　

員	
萱
島　

祥
彦

　

委　

員	

石
川　

泰
也

　

委　

員	

元
永　

安
行

　

委　

員	

森　
　

正
二

　

委 

員 

長	

白
石　

德
明

　

副
委
員
長	

瀧
口
由
美
子

　

委　

員	

松
本　

光
生

　

委　

員	

坂
本　

隆
之

　

委　

員	

吉
田
眞
津
子

　

委　

員	

木
田　

憲
治

　
　
　
　
　
　

大
谷　

和
義

前
議
長

大
谷　

和
義

前
副
議
長

元
永　

安
行

議
会
運
営
委
員
会

退
任
あ
い
さ
つ

広
報
特
別
委
員
会

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

堤　

康
二
郎

　
　
　
　
　
　

野
田　

忠
治

　
　
　
　
　
　

堀
田　

一
則

　
　
　
　
　
　

唯
有　

幸
明

　

委 

員 

長　

森　
　

正
二

　

副
委
員
長　

後
藤　

貴
志

　

委　

員

　
　

議
長
を
除
く
全
議
員

大
分
県

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

宇
佐
・
高
田
・
国
東

広
域
事
務
組
合

議
会
議
員

予
算
決
算

常
任
委
員
会

　

議
長
退
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市

民
の
皆
様
や
議
員
各
位
の
ご
理
解

ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
そ
の
任
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
し
て
か
ら
の
２
年
間
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
議
会
と

し
て
の
行
動
の
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
よ
る
生
中
継
を
全
日
程
に
拡

大
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
録

画
配
信
を
始
め
る
と
と
も
に
、
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
研
究
会
を
議
会
内

に
設
置
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

と
の
意
見
交
換
の
場
が
持
て
な

か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
が
、
今

後
も
市
民
の
代
表
機
関
と
し
て
そ

の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
市

政
の
発
展
に
汗
を
流
す
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

副
議
長
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和

２
年
の
５
月
に
就
任
し
て
２
年
間

「
議
長
を
し
っ
か
り
補
佐
す
る
こ

と
」、「
市
民
に
開
か
れ
た
市
議
会

の
実
現
と
議
会
改
革
の
更
な
る
推

進
を
図
る
こ
と
」、「
議
員
及
び
各

会
派
間
、事
務
局
と
の
情
報
共
有
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
」

を
目
標
と
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
任
期
中
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

行
事
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
コ
ロ
ナ
の
収
束
、
社
会

経
済
の
復
旧
に
は
か
な
り
の
時
間

と
英
知
が
必
要
で
す
。
市
と
し
て

は
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
万

全
な
対
策
を
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

議
会
も
行
政
と

一
丸
と
な
り
努
力

す
る
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
し
て
、
退

任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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議員一覧表（令和４年４月27日現在）
議席 氏　名 党　派

会　派
住　所

当選回数・電話番号 年 齢 現在の役職

１ 松
まつもと

本　光
みつお

生 無所属
自由民主党

国見町伊美2364番地2
当選回数：1回　82‐0067 58 歳 ・文教厚生常任委員

・広報特別委員

２ 瀧
たきぐち

口由
ゆ

美
み

子
こ 無所属

市民改革クラブ
武蔵町糸原1423番地

当選回数：１回　68‐0215 60 歳 ・文教厚生常任委員
・広報特別副委員長

３ 坂
さかもと

本　隆
たかゆき

之 自由民主党
自由民主党

国東町北江2945番地3
当選回数：２回　72‐0099 43 歳

・産業建設常任委員長
・議会運営委員
・広報特別委員

４ 萱
かやしま

島　祥
よしひこ

彦 無所属
市民クラブ

国東町綱井591番地1
当選回数：2回　72‐3330 66 歳 ・総務常任委員長

・議会運営委員

５ 後
ごとう

藤　貴
たかし

志 自由民主党
自由民主党

安岐町吉松3021番地１
当選回数：３回　67‐1425 48 歳 ・議会運営委員長

・文教厚生常任委員

６ 石
いしかわ

川　泰
やすなり

也 無所属
緑風会

国東町大恩寺3257番地1
当選回数：３回　74‐0393 61 歳 ・文教厚生常任委員長

・議会運営委員

７ 白
しらいし

石　德
のりあき

明 日本共産党
日本共産党

安岐町大添1330番地1
当選回数：３回　67‐1358 63 歳 ・総務常任副委員長

・広報特別委員長

８ 宮
みやぞの

園　正
まさとし

敏 無所属
新風会

国東町浜崎129番地
当選回数：３回　74‐0611 73 歳 ・議会運営副委員長

・総務常任委員

９ 吉
よしだ

田眞
ま

津
つ

子
こ 無所属

市民改革クラブ
武蔵町内田53番地

当選回数：４回　68‐0850 71 歳 ・産業建設常任副委員長
・広報特別委員

10 野
の

田
だ

　忠
ただはる

治 無所属
新世会

安岐町塩屋106番地2
当選回数：５回　67‐3137 56 歳

・文教厚生常任委員
・宇佐・高田・国東広域事務
　組合議会議員

11 元
もとなが

永　安
やすゆき

行 無所属
新世会

武蔵町麻田2085番地2
当選回数：５回　68‐1746 61 歳 ・産業建設常任委員

・議会運営委員

12 堤
つつみ

　康
やすじろう

二郎 無所属
新世会

国東町鶴川617番地4
当選回数：５回　72‐0143 61 歳

・文教厚生常任副委員長
・県後期高齢者医療
　広域連合議会議員

13 堀
ほりた

田　一
かずのり

則 無所属
新風会

国見町伊美2532番地2
当選回数：５回　82‐1363 64 歳

・総務常任委員
・宇佐・高田・国東広域事務
　組合議会議員

14 唯
ただあり

有　幸
こうめい

明 無所属
新世会

国見町櫛海133番地3
当選回数：５回　84‐0659 64 歳

・産業建設常任委員
・宇佐・高田・国東広域事務
　組合議会議員

15 大
おおたに

谷　和
かずよし

義 無所属
新風会

国東町綱井1045番地
当選回数：５回　72‐1667 66 歳 ・産業建設常任委員

・議会選出監査委員

16 木
き

田
だ

　憲
けんじ

治 無所属
新世会

安岐町山口1485番地
当選回数：５回　67‐1478 73 歳 ・総務常任委員

・広報特別委員

17 森
もり

　　正
まさじ

二 無所属
市民クラブ

安岐町瀬戸田69番地
当選回数：４回　67‐1520 71 歳

・副議長
・議会運営委員
・産業建設常任委員

18 丸
まるおの

小野宣
のぶやす

康 無所属
新風会

国見町岐部1878番地
当選回数：５回　83‐0924 72 歳 ・議長

・総務常任委員
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第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

令
和
４
年

令
和
４
年

３月議会の
あらまし

会
期
は
２
月
15
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
25
日
間
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
案
や
条
例

の
改
正
案
な
ど
の
承
認
１
件
、
報
告
３
件
、
議
案
39
件
、

諮
問
１
件
、
同
意
15
件
、
決
議
１
件
の
計
60
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
２
月
22
日
と
24
日
に
行
わ
れ
、
７
人

の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

令和４年度一般会計当初予算
総額 242億673万１千円
◦古民家を活用したテレワーク施設整備事業････････････1億193万円
◦鶴川商店街チャレンジショップ整備事業･･･････････････ 5,665万円
◦鶴川商店街周辺観光拠点推進プロジェクト事業･････････ 5,516万円
◦病児保育施設整備事業･･･････････････････････････････ 4,091万円
◦地域住宅支援交付金事業･･････････････････････････ 1億7,600万円
◦公立文教施設整備事業(小学校)･････････････････････ 6億1,117万円

令和4年度特別会計当初予算（カッコ内は前年度比増減）
■国東市立自動車学校････････････････････････ 7,836万円 (△8.2%)
■国民健康保険事業･･････････････････････38億4,800万円 (△1.2%)
■介護保険事業･･････････････････････････41億2,298万円 (　0.6%)
■後期高齢者医療事業･････････････････････5億　364万円 (　8.3%)
■農業集落排水事業･･････････････････････････ 5,280万円 ( 79.6%)

企業会計（資本的支出と収益支出の合計）
■水道事業･･････････････････････････････7億5,562万円 (△  3.5%)
■下水道事業･･････････････････････････ 14億2,423万円 (△14.9%)
■工業用水事業･････････････････････････････ 3,419万円 (　  3.5%)
■市民病院事業････････････････････････ 45億9,173万円 (  　5.5%)

主
な
議
案

国
東
市
若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援
基
金
条
例
の
制
定

（
特
別
交
付
税
措
置
を
受
け
、
若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
本
条
例
を
制
定
す
る
。）

国
東
市
定
住
促
進
空
き
家
活
用
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
総
務
省
の
過
疎
対
策
事
業
で
あ
る
定
住
促
進
空
き
家
活
用
事
業
を
活
用
し
て
、
国

東
市
が
改
修
し
た
空
き
家
物
件
を
貸
し
出
す
に
あ
た
り
、
本
条
例
を
制
定
す
る
。）

国
東
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
係
る
措
置
を
ふ
ま
え
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

の
取
得
要
件
の
緩
和
及
び
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る

措
置
等
の
義
務
付
け
を
行
う
に
あ
た
り
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。）

国
東
市
双
国
高
等
学
校
学
生
寮
条
例
の
廃
止

（
大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
双
国
校
の
閉
校
に
伴
い
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
。）

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

（
地
域
の
活
性
化
及
び
市
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
旧
オ
レ
ン
ジ
保
育
所

の
建
物
を
無
償
で
貸
し
付
け
る
。）

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
し
、
撤
収
を
求
め
る
決
議

　
（
19
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）
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令和４年第１回定例会議決結果一覧 （令和４年３月11日）

【市長提出議案】
専決処分の承認を求めることについて（令和3年度国東市一般会計補正予算第11号）･･･････････････････････････ 承　　認
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）････････････････････････････････････ 報　　告
債権放棄の報告について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 報　　告
専決処分の報告について（工事請負変更契約の締結について）･･････････････････････････････････････････････ 報　　告
令和3年度国東市一般会計補正予算（第12号）･････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算（第2号）･･････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）･･････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第2号）･･････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市水道事業特別会計補正予算（第3号）･･････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市下水道事業特別会計補正予算（第2号）････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市工業用水道事業特別会計補正予算（第2号）････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和3年度国東市民病院事業特別会計補正予算（第5号）････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市一般会計予算･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市立国東自動車学校特別会計予算･････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市国民健康保険事業特別会計予算･････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市介護保険事業特別会計予算･････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市後期高齢者医療事業特別会計予算･･･････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市農業集落排水事業特別会計予算･････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市水道事業特別会計予算･････････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市下水道事業特別会計予算･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市工業用水道事業特別会計予算･･･････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
令和4年度国東市民病院事業特別会計予算･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市若者定着奨学金返還支援基金条例の制定について･･････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市定住促進空き家活用住宅の設置及び管理に関する条例の制定について････････････････････････････････ 原案可決
国東市個人情報保護条例の一部改正について････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について･･･････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について･･････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市国民健康保険税条例の一部改正について･･････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市道路占用料徴収条例の一部改正について･･････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市営住宅条例及び国東市公共賃貸住宅条例の一部改正について････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市行政組織条例の一部改正について････････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について････････････････ 原案可決
国東市ふるさと応援基金条例の一部改正について････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の一部改正について････････････････････････････････ 原案可決
国東市双国高等学校学生寮条例の廃止について･･････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
財産の無償貸付について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
工事請負変更契約の締結について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
指定管理者の指定について（対象施設：本城地区集会所） ･･･････････････････････････････････････････････････ 原案可決
指定管理者の指定について（対象施設：国東市西本活性化センター） ･････････････････････････････････････････ 原案可決
市道路線の変更について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 原案可決
国東市一般職員の給与の特例に関する条例の一部改正について････････････････････････････････････････････ 原案可決
人権擁護委員の推薦について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 適　　任
農業委員会委員の任命について････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 同　　意

【決　議】
ロシアによるウクライナ侵略を非難し、撤収を求める決議･････････････････････････････････････････････････ 原案可決

議案等に対する賛否の一覧表【令和４年第１回定例会】
※議案等に対して、「賛成」か「反対」の意見が分かれたもののみを掲載しています。

議
案
番
号

議案等名 議決
結果

表決数
賛成：反対

議員名（議席番号順）

備考

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
坂

本

隆

之

萱

島

祥

彦

後

藤

貴

志

石

川

泰

也

白

石

德

明

宮

園

正

敏

明

石

和

久

森
　

正

二

吉
田
眞
津
子

秋

國

良

二

野

田

忠

治

堤
　
康
二
郎

堀

田

一

則

唯

有

幸

明

丸
小
野
宣
康

木

田

憲

治

元

永

安

行

大

谷

和

義

議10 令和４年度国東市一般会計予算 可決 １３ ： ４ × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

〇［賛成］　×［反対］　欠［欠席］　－［退席］
※議長は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は採決に加わらない為、斜線にしています。
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議議  

案案  

質質  

疑疑

　

�　

カ
ル
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
増
額
補
正

１
，２
４
０
万
円
は
受
託
先
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
負
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

　

�　

現
代
ア
ー
ト
作
品
の
総
合
的
な
監
修
を
含
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に

委
託
を
し
て
い
ま
す
。
当
初
予
算
で
は
、
作

品
の
制
作
費
に
１
，５
５
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
し
た
が
、
１
月
に
最
終
的
な
制
作
費
が

　

４
，９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

見
込
み
の
甘
さ
か
ら
制
作
費
用
が
大
幅
に
増
え

た
責
任
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
も
応
分
の
負
担
を

さ
せ
、
不
足
分
が
１
，２
４
０
万
円
発
生
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

た
め
池
浚
渫
工
事
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
実
施

と
な
る
の
か
。
ま
た
施
行
箇
所
は
。

　

緊
急
的
か
つ
集
中
的
浚
渫
事
業
に
取
り
組
み
、

土
砂
堆
積
20
％
以
上
の
危
険
た
め
池
を
解
消
で
き

る
よ
う
事
業
化
し
ま
し
た
。
負
担
割
合
は
、
県
が

40
％
、
市
59
％
、
地
元
１
％
で
す
。

　

４
年
度
の
施
工
箇
所
は
市
内
４
か
所
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
事
業
は
継
続
を
し
ま
す
が
、
地
元
と

人
家
の
有
無
や
、
農
業
用
水
の
活
用
計
画
、
地
元

負
担
金
等
を
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

昨
年
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
31
億
円
余
り

の
財
源
を
取
り
崩
し
て
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

を
含
め
７
つ
の
目
に
繰
り
入
れ
て
い
る
。
今
後
、

市
の
財
政
を
健
全
に
す
る
運
営
方
針
は
。

　

事
業
評
価
に
よ
る
事
業
施
策
の
選
定
を
行
い
、

基
金
の
設
置
目
的
に
合
致
す
る
事
業
に
は
、
基
金

残
高
を
勘
案
し
な
が
ら
、
当
該
事
業
に
係
る
財
源

と
し
て
必
要
額
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
市
の
基
金
残
高
は
こ
こ
数
年
、
年
度
末
の
基

金
総
額
が
概
ね
１
４
２
億
円
と
横
ば
い
で
あ
り
、

一
定
の
基
金
残
高
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
令
和
４
年
度
当
初

予
算
で
の
取
り
崩
し
で
、
33
億
円
か
ら
一
旦
約

17
億
円
ま
で
減
少
し
ま
す
が
、
年
度
末
の
残
高
は

復
元
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
有
林
現
況
調
査
業
務
委
託
内
容
の
詳
し
い
内

容
と
、
伐
採
売
却
後
の
見
込
み
収
入
は
。

　

今
回
計
上
し
た
市
有
林
現
況
調
査
業
務
委
託

（
１
２
０
万
円
）
は
、
安
岐
町
明
治
地
区
の
市
有

林
約
12 

ha
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

売
却
価
格
の
設
定
は
、
市
場
価
格
や
木
の
大
き

さ
等
の
毎
木
調
査
に
よ
り
算
定
す
る
た
め
、
現
時

点
で
は
収
入
の
見
込
み
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

鶴
川
商
店
街
周
辺
観
光
拠
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
３
事
業
で
２
億
円
ほ
ど
の
予
算
。
観
光
拠
点

と
し
て
駐
車
場
面
積
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
三
次
交
通
レ
ン
タ
ル
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

あ
く
ま
で
も
国
へ
提
出
し
た
申
請
段
階
の
も
の

で
、
普
通
車
用
25
台
、
障
が
い
者
用
２
台
と
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
乗
り
入
れ
が
予
想
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
等
で
は
市
役
所
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き
の
駐
車
場

を
利
用
し
た
運
営
計
画
を
今
後
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
三
次
交
通
に
つ
い
て
令
和
４
年
度
は
、

そ
の
調
査
費
用
に
予
算
を
充
て
て
お
り
、
具
体
的

な
交
通
手
段
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
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�　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
事
業
は
出
生
の

半
数
が
未
申
請
に
な
っ
て
い
る
。
理
由
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　

上
限
２
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
親
族
や

知
人
か
ら
の
譲
渡
や
、
市
外
購
入
に
よ
り
、
補
助

要
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
と
考
え
ま
す
。

　

崖
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

５
１
８
万
５
，０
０
０
円
の
詳
細
説
明
を
。

　

崖
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区
域
内
に
あ
る
既

存
の
住
宅
を
除
去
し
、
安
全
な
土
地
へ
転
居
す
る

方
に
、
住
宅
取
得
等
に
か
か
る
借
入
金
利
子
や
移

転
費
用
等
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

　

現
在
居
住
し
て
い
る
危
険
住
宅
か
ら
ア
パ
ー
ト

等
に
転
居
し
た
場
合
に
、
危
険
住
宅
除
去
補
助
金

の
み
の
交
付
申
請
も
可
能
で
す
。

　

部
落
解
放
同
盟
国
東
支
部
の
会
員
数
、
新
年
度

予
算
に
対
す
る
対
象
人
数
は
何
人
で
３
年
度
と
比

べ
て
の
増
減
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

部
落
解
放
同
盟
大
分
県
連
合
会
国
東
支
部
の
会

員
数
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
で
21
人
で
す
。

来
年
度
に
つ
い
て
増
減
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

隣
保
館
運
営
費
の
消
耗
品
費
に
つ
い
て
。
解
放

同
盟
関
係
の
機
関
誌
・
書
籍
の
購
入
量
と
配
置
状

況
の
説
明
を
。

　

機
関
誌
、
解
放
新
聞
１
３
７
部
、
月
刊
誌
、
月

刊
部
落
解
放
１
３
９
部
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
解

放
新
聞
は
各
係
に
配
置
、
管
理
職
は
自
費
で
購
入

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
本
庁
や
各
総
合
支

所
な
ど
の
市
民
向
け
の
展
示
用
と
し
て
購
入
し
て

い
ま
す
。

　

月
刊
部
落
解
放
は
、
管
理
職
に
１
冊
、
各
課
に

１
冊
、
そ
れ
か
ら
市
民
向
け
展
示
用
に
購
入
し
て

い
ま
す
。

　

不
妊
治
療
事
業
に
つ
い
て
。
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
と
は
。

　
「
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
」
は
妊
娠
す
る
、「
プ
レ
」

は
前
の
意
味
で
、
妊
娠
の
予
定
の
あ
る
方
だ
け
で

な
く
、
思
春
期
の
早
い
段
階
か
ら
妊
娠
・
出
産
の

知
識
を
持
ち
、
自
分
の
体
へ
の
健
康
意
識
を
高
め

る
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
が
欲
し
い
と
思
っ
た
と

き
に
授
か
る
こ
と
が
で
き
る
、
健
康
な
体
づ
く
り

に
つ
な
が
る
、大
変
重
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

園
芸
振
興
被
災
救
済
事
業
を
全
額
市
の
負
担
で

行
う
根
拠
は
。

　

小
ネ
ギ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
卒
業
生
の

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
昨
年
の
地
震
発
生
後

に
水
量
が
激
減
し
た
た
め
、
新
た
な
ボ
ー
リ
ン
グ

工
事
を
行
う
も
の
で
、
所
有
者
は
国
東
市
農
業
公

社
で
す
。

　

施
設
所
有
者
が
農
業
公
社
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

市
が
新
規
就
農
者
の
募
集
を
行
い
、
就
農
地
や
施

設
の
使
用
に
お
い
て
市
や
関
係
機
関
が
斡
旋
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
全
額
負
担
と
し
ま
し
た
。

　

里
山
資
源
活
用
事
業
に
つ
い
て
。
ま
き
材
提
供

と
し
て
雑
木
５
０
０
本
程
度
を
希
望
す
る
対
象

者
へ
の
提
供
と
あ
る
が
、
椎
茸
の
ホ
ダ
木
と
比
べ

50
万
円
は
高
額
で
は
な
い
か
。
ま
た
事
業
目
的
は

ま
き
利
用
者
自
身
が
里
山
の
管
理
を
行
う
事
で
あ

り
、
ま
き
提
供
は
相
反
し
て
い
な
い
か
。

　

ま
き
作
り
教
室
参
加
者
を
対
象
に
、ま
き
ス
ト
ー

ブ
の
１
か
月
当
た
り
の
推
定
使
用
量
を
試
算
し
て
、

伐
採
及
び
枝
払
い
、
玉
切
り
、
運
搬
、
そ
し
て
保
管
、

対
象
者
に
対
し
て
の
受
渡

し
な
ど
を
業
務
委
託
と
し

て
お
り
、
当
該
年
度
に
限
っ

て
１
か
月
分
の
み
を
対
象

者
の
方
に
提
供
す
る
も
の

で
す
。
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道
の
駅
等
再
構
築
事
業
（
道
の
駅
く
に
さ
き
）

に
つ
い
て
。
店
舗
を
除
く
駐
車
場
設
計
委
託
料

１
，４
０
０
万
と
ト
イ
レ
に
係
る
９
０
０
万
か
ら

想
定
さ
れ
る
本
体
施
工
費
の
想
定
金
額
は
。

　

駐
車
場
の
造
成
や
舗
装
、
排
水
施
設
等
に

係
る
外
構
部
分
の
概
算
工
事
費
は
約
１
億
８
，

０
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
既
設

の
施
設
の
解
体
や
ト
イ
レ
休
憩
施
設
等
の
概
算
工

事
費
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

観
光
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
。
ベ
イ
グ
ラ
ン

ド
の
工
事
は
、
プ
ー
ル
の
建
設
と
関
連
し
て
い
る

か
。
ま
た
既
存
の
設
備
の
状
態
は
。

　

ベ
イ
グ
ラ
ン
ド
く
に
さ
き
の
空
調
更
新
及
び
防

水
工
事
は
、プ
ー
ル
の
建
設
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

更
新
設
備
の
状
況
は
、
平
成
６
年
に
製
造
さ
れ

約
27
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に
業
者

に
よ
る
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
、
ブ
レ
ー
ド
の
腐
食

や
加
湿
の
不
稼
働
な
ど
、
正
常
運
転
し
て
い
な
い

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

景
観
関
連
委
託
料
に
つ
い
て
。
農
地
に
都
市
計

画
費
を
投
入
す
る
こ
と
は
妥
当
か
。

　

周
辺
の
景
観
を
再
生
、
改
善
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
景
観
行
政
の
業
務
を
行
っ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

都
市
計
画
費
に
計
上
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、

地
域
の
方
々
や
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
な
ど
と

協
働
し
な
が
ら
、
周
辺
の
環
境
、
景
観
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
費
の
放
課
後
学
習
塾
事
業
委
託
料
は
、

安
岐
中
学
校
の
生
徒
や
保
護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
の
か
。

　

安
岐
中
学
校
の
教
職
員
、
地
域
や
保
護
者
の
代

表
の
方
な
ど
に
よ
り
組
織
し
て
い
る
学
校
運
営
協

議
会
が
、
安
岐
中
学
校
の
教
育
目
標
の
達
成
に
向

け
て
、
特
色
あ
る
取
組
を
検
討
す
る
段
階
で
、
生

徒
に
対
し
て
希
望
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

志
成
学
園
の
放
課
後
英
語
学
習
と
同
様
、
放
課

後
の
課
外
学
習
と
し
て
、
希
望
者
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
放
課
後
英
語
学
習
は
、
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
本
事
業

は
、
高
校
入
試
に
向
け
て
の
学
力
向
上
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

六
郷
満
山
日
本
遺
産
推
進
事
業
に
つ
い
て
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
宿
泊
予
約
・
決
済
機
能
を
追

加
す
る
費
用
と
し
て
６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
観
光
協
会
を
含
め
今
後
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
他
委
託
料
３
１
０
万
円
の
詳
細

説
明
を
。

　

六
郷
満
山
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
が
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
活
動
を
生
か
し
、
地
域
の
魅
力
の

一
体
的
な
発
信
、
活
用
を
図
る
に
は
、
組
織
を
自

立
化
、
自
走
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
豊
後
高
田
市
文
化
財
室

や
両
市
の
観
光
課
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
観

光
協
会
と
協
議
・
調
整
を
し
て
事
業
を
検
討
・
実

施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
委
託
料
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
商
談
会
、

出
展
負
担
金
な
ど
の
参
加
経
費
、
ま
た
、
ツ
ア
ー

造
成
助
成
及
び
各
種
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
を
合
わ
せ
て

１
２
２
万
円
、
委
託
料
と
し
て
独
自
商
品
の
作
成

や
広
告
料
、
既
存
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
保
守
費
用

を
合
わ
せ
て
１
０
３
万
円
、
補
助
対
象
外
経
費
の

機
器
購
入
費
に
25
万
円
、
そ
の
他
消
耗
品
や
郵
送

料
、
手
数
料
等
で
59
万
円
で
す
。
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一 /般 /質 /問 堀田 一則 議員（新風会）

こ
の
補
助
金
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

昨
年
の
１
月
か
ら
６
月
ま
で
を
対
象
に
、

著
し
く
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
事
業

所
に
対
し
国
東
市
が
単
独
で
補
助
す
る

も
の
で
、
特
に
落
ち
込
み
の
激
し
い
飲

食
・
宿
泊
業
の
皆
様
に
は
大
変
助
か
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
10
月
よ
り
一
旦
落
ち

着
い
た
も
の
の
、
年
末
か
ら
第
６
派
の

非
常
に
感
染
力
の
高
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

と
し
て
変
異
し
現
在
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
。
重
ね
て
資
材
の
入
荷
遅
れ
や
石

油
の
高
騰
等
に
よ
り
仕
入
原
価
が
跳
ね

上
が
り
、
今
ま
で
に
な
い
窮
地
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
昨
年
の
７
月
以
降
か
ら
も

引
き
続
き
事
業
継
続
で
き
な
い
か
。

活
力
創
生
課
長

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
３
回
に
わ
た
っ

て
事
業
者
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
第

６
波
の
１
月
以
降
の
対
策
は
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
商
工
会
か
ら
も
要

望
書
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
早
速
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

現
在
、
山
間
部
に
お
い
て
農
業
従
事
者

の
減
少
に
よ
り
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で

「
農
地
付
空
き
家
」が
増
え
て
お
り
、
荒
廃

地
化
と
共
に
鳥
獣
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。

重
ね
て
、
村
の
祭
り
等
の
行
事
や
草
刈

り
等
の
作
業
も
困
難
な
状
態
に
あ
る
。
現

在
市
内
に
お
い
て
年
々
移
住
者
が
増
加
し

て
い
る
が
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
中
で
も

「
農
地
付
空
き
家
」
と
し
て
別
枠
で
く
く

り
、
専
門
の
対
策
課
を
作
り
都
会
の
人
に

安
価
で
販
売
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
補
助
金

を
出
し
た
り
、
早
急
に
何
ら
か
の
対
策
を

す
べ
き
で
は
。

活
力
創
生
課
長

　

地
域
再
生
計
画
の
協
議
の
場
で
、
山
間

部
の
問
題
や
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
者
を
い

か
に
増
や
す
か
を
議
論
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

市
営
住
宅
に
は
「
子
育
て
世
代
」
が
多

く
入
居
し
て
お
り
、
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
も
負
担
軽
減
す
べ
く
質
問
す
る
。

家
賃
の
見
直
し
や
外
壁
塗
装
等
の
修
繕

は
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

同
一
住
宅
に
10
年
以
上
の
入
住
者
に
対
し
、

途
中
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
場
合
は
い
く

ら
か
の
助
成
が
出
来
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
や
公
共
賃
貸
住
宅

に
つい
て
は
、
家
賃
の
見
直
し
は
可
能
で
す

が
、
公
営
住
宅
は
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
市
独
自
の
見
直
し
は
出
来
ま

せ
ん
。
ま
た
修
繕
等
に
お
い
て
は
「
国
東

市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ

き
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。
老
朽
化
に
よ

る
故
障
や
不
具
合
の
修
繕
に
つい
て
は
市
が

負
担
し
、
軽
微
な
も
の
を
含
め
そ
れ
以
外

の
も
の
は
入
居
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

高騰するガソリン価格

― 国のコロナ対策の動向をみながら
早速検討していきたい―

引き続き小規模事業者
経営支援補助金の継続を
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一 /般 /質 /問 石川 泰也 議員（緑風会）

　

推
奨
品
目
を
設
定
し
、
重
点
的
に
事

業
を
実
施
す
る
目
的
は
。

農
政
課
長

今
後
の
５
年
で
、
生
産
額
１
億
円
規

模
の
目
標
を
立
て
、
推
奨
品
目
で
の
産

地
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
で
は
、
推
奨
品
目
の
タ
マ

ネ
ギ
、
カ
ン
シ
ョ
の
苗
代
補
助
や
栽
培
用

の
機
械
購
入
、
育
苗
ハ
ウ
ス
の
建
設
等
へ

の
補
助
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
や
生
産
部
会
の
意
見
を
吸
収
し

な
が
ら
方
針
を
決
め
る
べ
き
で
は
。

市
長市

内
の
農
業
生
産
額
を
増
や
す
た
め

に
は
、
大
量
生
産
に
よ
っ
て
市
場
の
占
有

率
を
上
げ
る
か
、
生
産
量
は
少
な
い
け

れ
ど
特
色
が
あ
っ
て
こ
こ
に
し
か
な
い
も

の
を
生
産
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
福
祉
政
策
を

　

医
療
費
・
医
療
保
険
料
の
削
減
、
ひ

い
て
は
家
族
の
幸
せ
の
た
め
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
新
た
な
福
祉
政
策
が
必
要

で
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

新
た
な
福
祉
政
策
と
い
う
よ
り
も
、

い
ま
実
施
し
て
い
ま
す
、
お
互
い
さ
ま
の

精
神
で
地
域
を
支
え
て
い
く
活
動
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
６
月
か
ら
活
力
創
生
課

主
導
で
、
大
学
の
先
生
の
協
力
の
も
と
、

地
域
支
援
連
携
会
議
を
設
置
し
、
地
域

支
援
に
向
け
た
ビ
ジ
ョン
づ
く
り
を
行
って

い
ま
す
。

地
域
と
福
祉
制
度
を
結
ぶ
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
増
や
せ
な
い
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

国
の
介
護
保
険
事
業
の
事
業
効
果
を

上
げ
る
た
め
、
国
の
配
置
基
準
を
超
え

る
基
準
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
放
課
後

英
語
学
習
事
業
の
評
価
は

今
年
度
で
２
年
目
に
な
る
が
、
評
価

委
員
会
の
評
価
は
。

学
校
教
育
課
長

３
月
中
旬
に
は
評
価
委
員
会
の
評
価

が
出
る
予
定
で
す
。
英
検
模
試
の
結
果

で
は
全
員
に
伸
び
が
見
ら
れ
ま
す
。

中
学
校
間
の
平
等
性
は
保
た
れ
る
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
運
営
協
議
会
等
か
ら
要
望
が
出

さ
れ
れ
ば
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
教
育
課
程
に
位
置
づ
か
な
い
課

外
学
習
に
つ
い
て
、

要
望
が
な
い
学
校

に
も
押
し
付
け
る

形
で
、
画
一
的
に

実
施
し
て
い
く
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

― 推奨品目を指定し産地拡大を目指しています ―

令和 4年度の農業助成の方針は

推奨品目のタマネギ
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一 /般 /質 /問 白石 德明 議員（日本共産党）

　

３
市
で
の
協
議
で
、
ゴ
ミ
袋
の
価
格

の
協
議
を
し
て
き
た
の
か
。
現
在
42
円

の
ゴ
ミ
袋
価
格
の
半
額
へ
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
。

環
境
衛
生
課
長

可
燃
物
・
不
燃
物
の
ゴ
ミ
袋
は
、
費

用
負
担
の
公
平
性
や
排
出
抑
制
の
観
点

か
ら
、
新
た
な
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

稼
働
ま
で
現
在
の
価
格
を
維
持
し
、
新

施
設
稼
働
後
に
維
持
管
理
費
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
時
期
に
、
３
市
で
調
整
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

を
市
農
政
に
ど
う
生
か
す
の
か

農
水
省
が
発
表
し
た
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
の
な
か
で
、
有
機
農
業

を
現
在
の

０．５
％
か
ら
25
％
に
増
や
す
計

画
を
打
ち
出
し
た
。
有
機
農
業
推
進
に

は
、
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
は
再
考
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

農
政
課
長

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
で
は
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
農
林
水
産
業
の
CO2

ゼ
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
実
現
、
化
学
農
薬
、

化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減
、
有
機
農
業

の
取
組
面
積
の
拡
大
と
し
て
い
ま
す
。

堆
肥
の
原
料
の
問
題
、
施
設
建
設
費

の
問
題
、
年
間
経
費
の
問
題
等
に
よ
り
、

慎
重
を
期
す
べ
き
も
の
と
し
て
新
た
な

方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

農
家
の
収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

農
家
の
収
入
保
険
制
度
は
、
青
色
申

告
者
限
定
、
５
年
間
以
上
の
経
営
実
績

が
必
要
だ
が
、
掛
け
金
が
高
い
た
め
に

加
入
者
が
増
え
て
い
な
い
。
市
の
補
助

制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

農
政
課
長

　

農
家
の
保
険
料
、
積
立
金
に
は
国
庫

補
助
が
出
て
い
ま
す
。
掛
け
捨
て
の
保

険
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
例
年
の

９
割
近
い
農
業
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

　

政
府
に
よ
る
農
家
や
地
域
へ
の
裏
切

り
、
は
し
ご
外
し
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

が
市
の
見
解
は
。

農
政
課
長

　

国
は
水
田
の
畑
地
化
を
推
進
す
る
一

方
、
令
和
４
年
か
ら
５
年
間
の
う
ち
一

度
も
水
稲
の
作
付
け
の
な
い
水
田
を
交

付
対
象
か
ら
除
外
の

方
針
を
出
し
ま
し
た
。

農
家
の
混
乱
や
事
務

の
煩
雑
化
に
つ
な
が

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

― 分別方法の協議が必要です ―

３市の焼却場ではプラスチック
ごみの分別は計画にあるか

３市による新焼却場予定地
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一 /般 /質 /問

― 誰にでもなり得る病気
備えと理解の啓発を進めます ―

認知症対策が急務では

坂本 隆之 議員（無所属の会）

　

来
年
度
予
算
に
、
高
齢
者
の
見
守
り

新
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
る
と
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

ご
自
宅
の
テ
レ
ビ
に
セ
ン
サ
ー
機
器
を

接
続
し
、
長
時
間
使
用
や
逆
に
長
時
間

未
使
用
だ
っ
た
場
合
に
、
緊
急
連
絡
先

に
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
と
地
域
を
見
守
る

目
も
少
な
く
な
る
。
狩
猟
を
す
る
方
々

が
獲
物
の
行
動
を
見
張
る
ト
レ
イ
ル
カ

メ
ラ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
は
人
感
セ
ン
サ
ー
を

搭
載
し
、
動
き
を
検
知
し
た
と
き
だ
け

自
動
撮
影
す
る
と
い
う
多
機
能
的
な
カ

メ
ラ
で
す
。
防
犯
や
獣
害
被
害
対
策
な

ど
、
様
々
な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
治
体
が
活
用
し
て
い
る
事
例
は

な
く
、
見
守
り
対
策
に
有
効
か
な
ど
検

討
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
受
講
以
外
に
、

も
っ
と
広
く
、
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
『
意

識
』
を
持
つ
人
を
増
や
す
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。
国
東
市
で
の
取
り
組
み
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

市
内
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
４
，

２
７
４
人
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。
主
な

取
り
組
み
と
し
て
窓
口
や
図
書
館
、
街

頭
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
の
啓
発
活

動
や
、
行
方
不
明
者
捜
索
模
擬
訓
練
の

実
施
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認

知
症
専
門
員
の
配
置
、
認
知
症
安
心
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
な
ど
多
面
的
に
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
再
生
計
画
に
つ
い
て

鶴
川
商
店
街
周
辺
の
観
光
拠
点
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
詳
細
は
。

活
力
創
生
課
長

　

現
在
制
作
し
て
い
る
ア
ー
ト
作
品
を

軸
に
、
隣
接
す
る
旧
古
城
医
院
と
ハロ
ー

ワ
ー
ク
跡
地
を
観
光
拠
点
施
設
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
整
備
し
、
人
の

流
れ
を
空
港
か
ら
北
上
さ
せ
て
交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
増
加
を
図
る
も
の
で
す
。 　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
に

整
備
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い

て
、費
用
対
効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

活
力
創
生
課
長

　

ス
ポ
ー
ク
ネ
ッ
ト
は
現
在
、
個
室
貸
し

事
務
室
は
２
事
業
者
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
スペ
ー

ス
は
３
事
業
者
が
利
用
さ
れ
、
目
標
達

成
指
標
は
目
標
値
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
増
設
が
本
当
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

活
力
創
生
課
長

　

町
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に
、

経
済
対
策
と
雇
用
は
マッ
チ
し
ま
す
。

　

古
民
家
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
活
用
す
る

例
は
全
国
的

に
あ
り
、
空

港
に
近
い
オ

フ
ィ
ス
環
境

を
望
む
企
業

に
入
居
い
た

だ
く
計
画
で

す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

賑わい創出が期待される
観光拠点推進事業予定地
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一 /般 /質 /問

― 高収益の玉ネギ、カンショの産地化を推進します ―

木田 憲治 議員（新世会）

令和４年度農政の重要施策は

　

米
の
消
費
低
迷
に
よ
り
米
価
が
下
落

し
た
。
４
年
度
の
重
要
施
策
は
。

農
政
課
長

令
和
４
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
、

イ
チ
ゴ
、
キ
ウ
イ
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
の
設
置
、
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る
高

収
益
の
玉
ネ
ギ
・
カ
ン
シ
ョ
の
産
地
化
を

進
め
ま
す
。

　

集
落
営
農
法
人
の
後
継
者
対
策
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
農
業
で
の

定
住
推
進
は
で
き
な
い
か
。

農
政
課
長

農
政
課
で
２
名
が
活
動
し
て
お
り
、

３
年
間
で
農
業
体
験
や
技
術
を
習
得
し
、

地
域
農
業
を
継
承
し
て
も
ら
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

小
ネ
ギ
の
新
規
就
農
者
が
苦
戦
し
て

い
る
。
指
導
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
政
課
長

市
の
指
導
員
・
県
・
Ｊ
Ａ
で
チ
ー
ム
を

組
み
指
導
・
助
言
し
て
お
り
、
少
し
ず

つ
経
営
安
定
に
つ
な
が
って
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
４
年

度
か
ら
研
修
期

間
を
２
年
間
と

す
る
な
ど
、
研

修
内
容
の
改
善

を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

成
人
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

高
校
生
は
、
就
職
活
動
や
進
学
活

動
に
集
中
し
た
い
と
の
意
見
が
多
い
。

成
人
式
が
18
才
に
な
っ
た
経
緯
と
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

社
会
教
育
課
長

新
成
人
と
し
て
の
自
覚
や
責
任
を
促

す
と
と
も
に
、
今
後
の
活
躍
を
激
励
す

る
意
味
合
い
を
こ
め
て
、
成
年
年
齢
が

18
才
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

併
せ
て
開
催
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ

う
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

高
校
１
年
生
と
中
学
３
年
生
に
ア

ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
、
18
才
が
良
い
が

22
％
、
20
才
が
良
い
が
69
．２
％
で
し
た
。

教
育
長

明
治
９
年
に
成
年
年
齢
が
20
才
と
定

め
ら
れ
て
か
ら
１
４
０
年
ぶ
り
に
大
人
の

定
義
が
変
わ
り
ま
す
。

18
才
以
上
は
親
の
同
意
を
得
ず
し
て
、

携
帯
電
話
の
契
約
や
ロ
ー
ン
を
組
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。
自
己
決
定
権
・
自
己

責
任
に
つ
い
て
自
覚
す
る
こ
と
を
考
え
て

も
ら
う
機
会
が
成
人
式
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
行
政
を
預
か
る
責
任
と
し
て
も
、

民
法
改
正
に
併
せ
て
、
成
人
式
を
18
才

に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
妥
当
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

市
長

　

成
人
式
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
皆

で
お
祝
い
し
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
て
も
ら
う
、
大
人
の
覚
悟
を
し
て

も
ら
う
た
め
に
開
く
、
そ
れ
は
、
成
人

に
な
っ
た
時
が
ベ
ス
ト
で
あ
り
妥
当
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
基
本
法
で

あ
る
民
法
が
変
わ
り
、
18
才
で
成
人
に

な
り
ま
す
か
ら
、
18
才
で
成
人
に
な
っ
た

時
に
開
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
そ
の
他
宇
宙
港
に
つい
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
員

議
員

議
員

議
員

市が推奨する高収益作物「カンショ」
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一 /般 /質 /問 丸小野 宣康 議員（新風会）

― 空き家バンクの利用者登録数は332人です ―

空き家バンクの進捗状況について

　

市
内
の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
数
は
。

活
力
創
生
課
長

現
時
点
で
の
空
き
家
物
件
登
録
数
は

52
件
で
、
利
用
登
録
者
数
は
３
３
２
人

で
す
。

　

移
住
者
の
現
状
は
。

活
力
創
生
課
長

令
和
元
年
度
は
12
世
帯
25
人
、
令
和

２
年
度
は
26
世
帯
45
人
、
令
和
３
年
度

は
23
世
帯
46
人
が
空
き
家
バ
ン
ク
で
移

住
し
て
い
ま
す
。

　

国
東
市
内
の
空
き
家
の
現
状
に
つ
い

て
、
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

活
力
創
生
課
長

概
数
と
し
て
約
１
，５
０
０
件
程
度
と

捉
え
て
い
ま
す
が
、
完
全
な
実
数
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
熊
毛
地
区
出
身
の
国
見
中

学
２
年
生
の
10
人
が
、
熊
毛
地
区
全
域

の
空
き
家
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
、
１
４
３
戸
の
空
き
家
が
確
認
さ
れ
、

調
査
報
告
書
の
最
後
に
、
こ
の
空
き
家

問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
今
す
ぐ
行

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
市
内
に
は
多
く
の
危
険
空
き
家
等

が
見
受
け
ら
れ
る
。
市
が
主
体
と
な
っ

て
、
市
内
全
域
の
空
き
家
等
の
調
査
を

す
べ
き
と
思
う
が
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

活
力
創
生
課
長

地
域
協
議
会
を
通
じ
て
調
査
を
広
げ

る
と
と
も
に
、
総
務
課
と
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

既
に
移
住
し
て
い
る
方
に
協
力
し
て

頂
い
て
、
移
住
促
進
を
図
っ
て
は
。

活
力
創
生
課
長

全
国
的
に
、
移
住
者
に
よ
る
定
住
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
調
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

　

国
東
市
の
運
転
免
許
返
納
者
へ
の
支

援
状
況
は
。

　

他
の
市
で
は
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
に
補

助
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、

買
い
物
弱
者
の
た
め
に
、
各
集
落
に
１

時
間
程
度
滞
在
で
き
る
移
動
販
売
車
の

導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

総
務
課
長

　

県
内
の
自
治
体
で
は
、
公
共
交
通
機

関
の
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ど
れ
も
１
回
限
り
の
交
付
で

す
。
国
東
市
で
は
、
４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド

型
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
導
入
が

始
ま
り
ま
す
。
公
共
交
通
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
行
政
に
つ
い
て

　

そ
の
他
火
災
時
に
消
防
団
の
出
動
要

請
を
し
な
い
理
由
は
。

　

小
熊
毛
で
発
生
し
た
そ
の
他
火
災
発

生
に
、
私
が
確
認
し
た
時
は
地
元
の
高

齢
者
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
ま
だ
消
火
を

し
て
い
た
。
高
齢
者
が
消
火
中
に
焼

死
す
る
事
案
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。

　

出
火
元
の
消
防
団
員
だ
け
で
も
出
動

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

消
防
長

　

火
災
通
報
受
信
内
容
等
に
よ
り
、
団

員
出
動
不
要
と
判
断
出
来
る
場
合
は
要

請
し
て
い
ま

せ
ん
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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一 /般 /質 /問

― 包括連携協定を利用し
地球温暖化対策に取組みます ―

カーボンネガティブ宣言の
今後の取組は

野田 忠治 議員（新世会）

　

カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
宣
言
を
し
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
で
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

環
境
衛
生
課
長

包
括
連
携
協
定
を
利
用
し
て
地
球
温

暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
手
段
の
一

つ
で
す
。
現
在
計
画
し
て
い
る
連
携
事

業
で
は
、
山
林
や
農
地
な
ど
自
然
資
源

を
活
用
し
た
事
業
で
、
九
州
大
学
都
市

研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
二
酸
化
炭
素
吸

収
量
の
測
定
な
ど
の
実
証
実
験
や
、
こ

れ
に
伴
う
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
樹
木
や
植
物

の
植
栽
、
売
買
、
CO2
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引

等
の
経
済
循
環
を
狙
っ
た
事
業
を
構
想

し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
高
齢
者
か
ら
幼
児
ま
で
が
十

分
に
社
会
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
先
進
事
例
や
有
益
な
情
報
を

周
知
し
な
が
ら
、
環
境
学
習
や
出
前
講

座
等
を
通
じ
て
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な

国
東
市
の
実
現
に
つ
い
て

　

包
括
連
携
協
定
の
取
組
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
組
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
プ
ラ
ン

は
。

政
策
企
画
課
長

空
き
家
と
そ
の
農
地
を
活
用
し
た
移

住
促
進
、
複
合
発
酵
技
術
を
活
用
し
た

農
業
の
推
進
、
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
宣

言
の
よ
う
に
脱
炭
素
を
目
指
す
新
た
な

取
組
等
多
く
の
提
案
を
頂
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
３
者
が
密
接
に
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

政
策
の
取
組
と
合
わ
せ
て
、
全
庁
的

な
取
組
と
市
民
へ
の
意
識
づ
け
、
周
知

が
必
要
だ
と
思
う
。
ど
う
取
り
組
む
の

か
。政

策
企
画
課
長

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
つ
い
て
、
市
民
に
対
し
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

結
果
を
分
析
し
な
が
ら
、
市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、

機
運
の
醸
成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
に
全
国
古
民
家
再
生
協
会

大
分
県
連
合
会
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
空

き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

活
力
創
生
課
長

　

国
東
市
内
に
は
１
，５
０
０
件
程
度
の

空
き
家
が
あ
り
ま
す
。
空
き
家
予
防
啓

発
活
動
講
座
を
実
施
し
な
が
ら
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
全
国
空
き

家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
国
東
支
部
等
、

専
門
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
た
民
間
の
力

を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

民
間
力
を
活
用
し
た
取
組
に
、
市
内

の
専
門
知
識
や
技
術
を
有
し
た
方
々
の

参
加
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

取
組
に
賛
同
し
加
盟
し
て
く
れ
る
会
員

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
行
政
も
積
極

的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

活
力
創
生
課
長

自
治
体
ご
と
に
官
民
協
力
す
る
こ
と

な
の
で
、
国
東
市
の
実
情
を
加
味
し
な

が
ら
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

＊
そ
の
他
、国
東
市
成
人
式
の
18
歳
開
催

に
つい
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
員

議
員

議
員

国東市カーボンネガティブ
宣言の QR コード

議
員

議
員
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総務常任委員会・予算決算分科会総務常任委員会・予算決算分科会
　本委員会は、３月３日（木）午前９時から関係職員の出席を求め、総務常任委
員会及び分科会を開催しました。
　委員会では、付託された議案９件を審査し、全員異議なく原案通り可決すべ
きものと決定しました。
　分科会では、令和３年度一般会計補正予算、令和４年度一般会計予算の関連
する部分について審査を行いました。
　議員間討議「公共交通体系について」の協議では、提言書をまとめて市当局
に提出しましたが、今後も国東市の重要な課題であるため、引き続いての協議
を求めていくよう申し送りをすること等を話し合いました。

【付託された主な議案等】
　・令和３年度一般会計補正予算の関連部分
　・令和４年度一般会計予算の関連部分
　・国東市個人情報保護条例の一部改正
　・国東市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　・国東市双国高等学校学生寮条例の廃止
　・財産の無償貸付

産学官連携事業が始まる国東高校

文教厚生常任委員会・予算決算分科会文教厚生常任委員会・予算決算分科会
　本委員会は、３月７日（月）に関係職員の出席を求め、文教厚生常任委員会及
び分科会を開催しました。審査の結果、全員異議なく原案どおり可決すべきも
のと決定しました。
　また、幼稚園・保育所の統廃合と民営化について、市当局に提言書を提出し
ました。

【付託された議案】
　・国東市国民健康保険条例の一部改正
　・国東市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
　　関する基準を定める条例の一部改正
【予算審査】
　・令和３年度国東市一般会計補正予算の関連部分
　・令和３年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算
　・令和３年度国東市介護保険事業特別会計補正予算
　・令和３年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
　・令和３年度国東市民病院事業特別会計補正予算
　・令和４年度国東市一般会計予算の関連部分
　・令和４年度国東市国民健康保険事業特別会計予算
　・令和４年度国東市介護保険事業特別会計予算
　・令和４年度国東市後期高齢者医療事業特別会計予算
　・令和４年度国東市民病院事業特別会計予算 提言書を手渡す唯有委員長

長寿命化改修工事を行う国東小学校

国東市議会だより 66号 18



産業建設任委員会・予算決算分科会産業建設任委員会・予算決算分科会
　分科会は、３月８日（火）午前９時から開催し、令和３年度一般会計補正予算
ほか３件、令和４年度一般会計予算ほか４件の審査を行いました。
　また、分科会終了後、引き続いて委員会を開催し、付託された議案９件につ
いて審査を行いました。審査の結果、全員異議なく原案通り可決すべきものと
決定しました。
　このほか、当委員会の議員間討議のテー
マである「これからの農業の維持・振興」
については、担い手・基盤整備についての
２点を提言書にまとめて市当局に提出しま
した。

【付託された主な議案等】
　・令和３年度一般会計補正予算の関連部分
　・令和４年度一般会計予算の関連部分
　・国東市若者定着奨学金返還支援基金条例の
　　制定
　・国東市定住促進空き家活用住宅の設置及び
　　管理に関する条例の制定
　・指定管理者の指定

提
言
書
を
手
渡
す
宮
園
委
員
長
、

堀
田
副
委
員
長

鶴
川
商
店
街
周
辺
観
光
拠
点

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
改
修

す
る
旧
古
城
医
院
。

ロシアによるウクライナ侵略を非難し、ロシアによるウクライナ侵略を非難し、
撤収を求める決議撤収を求める決議

　国東市は核兵器の廃絶と恒久的な世界平和を市民の総意として願い、
２００８年に「非核平和都市宣言」を行っている。
　２月２４日、ロシアはウクライナへの軍事侵攻を行った。
　このことは、国際社会ひいては我が国の平和と秩序、安全を脅かし、明らか
に国連憲章に違反する行為であり、断じて容認できない。
　また、ロシアのプーチン大統領は今回の軍事侵攻に際し核兵器の使用を示唆
するような発言をしているが、核兵器の廃絶と世界恒久平和を願う国東市民の
気持ちを踏みにじるもので、強い怒りを覚える。
　ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に抗議するとともに、世界の恒
久平和の実現に向け、ロシア軍を即時に完全かつ無条件で撤収させるよう、国
際法に基づく誠意を持った対応を強く求める。
　以上、決議する。

令和４年３月１１日
大分県国東市議会
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国東市議会本会議の
YouTube(ユーチューブ)配信QRコード
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８日	 議会運営委員会　全員協議会
	 文教厚生常任委員会
	 産業建設常任委員会
１５日	 全員協議会
	 第１回定例会開会　広報特別委員会
２２日	 一般質問
２４日	 一般質問

２日	 議会運営委員会　議案質疑
	 予算決算常任委員会（前期全体会）
３日	 総務常任委員会
７日	 文教厚生常任委員会
８日	 産業建設常任委員会
９日	 予算決算常任委員会（後期全体会）
１１日	 第１回定例会閉会
２８日	 広報特別委員会

１７日	 国東市議会議員
	 選挙投開票日
２７日	 第１回臨時会　広報特別委員会

６日	 議会運営委員会　全員協議会
１０日	 広報特別委員会
１３日	 第２回臨時会
１７日	 広報特別委員会
２４日	 広報特別委員会

 ２日	 議会運営委員会　全員協議会
 ６日	 議会だより６６号発行

２月

３月

４月

５月

６月

議会を
傍聴しませんか

次回令和４年第２回定例会の開会予定は

６月９日(木)です
　一般質問は6月16日と17日の予定です。
傍聴を希望される方は、議会事務局まで
ご連絡ください。
　また、当日の受付も行っています。

☎0978-72-5196（直通）

■
表
紙
写
真
の
説
明

国
見
町
竹
田
津
小
学
校
、
伊
美
小
学

校
、
熊
毛
小
学
校
が
統
合
し
、
校
名
を

国
見
小
学
校
と
し
て
、
令
和
４
年
４
月

８
日
に
開
校
式
を
行
い
、
新
小
学
校
が

誕
生
し
ま
し
た
。

４
月
13
日
に
は
、
国
見
小
学
校
の
第

１
回
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
14
人

が
地
域
の
方
や
保
護
者
、
学
校
関
係
者

に
暖
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

＊
上
記
の
写
真
は
開
校
式
の
様
子

国
東
市

議
会
だ
よ
り

N
o.66

コ
ロ
ナ
禍
で
の
３
年
ぶ
り
に
規
制
な
し
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
了
し
ま
し
た
。
大
分
空
港
の
駐

車
場
も
久
し
ぶ
り
に
満
車
の
よ
う
で
し
た
。
道
路
を

走
る
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
も
多
く
見
受
け
ま
し
た
。

私
は
も
と
も
と
人
混
み
の
中
が
苦
手
な
た
め
に
、

街
中
は
避
け
て
両
子
山
の
散
策
に
行
き
ま
し
た
。
駐

車
場
は
県
外
か
ら
の
車
や
バ
イ
ク
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
観
光
客
も
街
中
を
避
け
て
、
自
然
豊
か
な
こ
の

地
域
に
訪
問
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
市
外
や
県
外
か
ら
の
観
光
客
に

も
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
国
東
半
島
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
の
、
新
た
な
感
染
拡
大

が
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
新
た
な
議
会
構
成
と
な

り
、
広
報
特
別
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る

誌
面
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
を
通
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
政
や
市

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広
報
特
別
委
員
長　

白
石　

德
明

編

集

後

記

スマートフォンなどから読み取り
｢国東市議会公式チャンネル｣から
ご視聴頂けます。

ホームページもご覧ください！　http://www.city.kunisaki.oita.jp/

議会の動き議会の動き
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